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は
じ
め
に

　

高
い
技
術
に
支
え
ら
れ
た「
も
の
づ
く
り
」

産
業
は
わ
が
国
の
強
み
の
一
つ
で
あ
る
。
わ

が
国
の
経
済
が
今
後
、
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
も
の
づ
く
り
」
産
業
に

お
い
て
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
も
っ
た
技

能
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
海
外

で
の
生
産
拠
点
や
市
場
の
拡
大
が
不
可
欠
と

な
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、当
機
構
調
査
・
解
析
部
で

は
「
も
の
づ
く
り
現
場
の
中
核
を
担
う
技
能

者
の
育
成
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
調
査
」

を
二
〇
一
一
年
一
一
～
一
二
月
に
実
施
し
、

二
〇
一
二
年
三
月
に
概
要
を
記
者
発
表
し
た
。

　

同
発
表
で
は
も
の
づ
く
り
産
業
の
海
外
展

開
に
係
る
部
分
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
触
れ

る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
特
集
に

お
い
て
、
そ
の
詳
細
を
報
告
す
る
。

　

調
査
対
象
は
、日
本
標
準
産
業
分
類
で「
Ｅ

製
造
業
」
に
分
類
さ
れ
る
企
業
の
う
ち
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
、
鉄
鋼
業
、
非
鉄

金
属
製
造
業
、
金
属
製
品
製
造
業
、
は
ん
用

機
械
器
具
製
造
業
、
生
産
用
機
械
器
具
製
造

業
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
、
電
気
機
械

器
具
製
造
業
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
、
化
学
工
業
の

従
業
員
数
三
〇
人
以
上
の
企
業
一
〇
〇
〇
〇

社
で
、
民
間
調
査
会
社
の
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
業
種
・
規
模
別
に
層
化
無
作
為
抽
出

し
た
。

　

調
査
は
、
郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
配
布
・

回
収
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日

か
ら
一
二
月
二
二
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。

有
効
回
収
数
は
、
二
六
〇
八
社
、
有
効
回
収

率
は
二
六
・
四
％
だ
っ
た
（
回
答
企
業
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
Ｐ
６
に
掲
載
）。

ものづくり産業の
海外展開と人材育成
―グローバル化を支える現場力

ＪＩＬＰＴ「ものづくり現場の中核を担う技能者の
育成の現状と課題に関する調査」から

調査・解析部　

特
　集 

円高の進展などを背景に、企業の海外への事業展開の動きが拡大することが見込ま
れている。日本のものづくり企業の海外生産や移転は、新興国経済の発展やグロー
バル経済のなかで、今後も海外需要の拡大に対応する形で進むことが予測される。
他方、海外に拠点を移す際には、政情不安や社会的インフラの不備などの懸念がある。
国内生産規模の縮小や、それに伴う雇用への影響などの空洞化も不安材料だ。特集
では、当機構の製造業を対象にした企業調査や海外展開を進める企業への事例取材、
福井県が行っている海外進出企業への支援の取り組みなどから、グローバル化のな
かでのものづくり産業における人材育成のあり方を考える。
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１
．
海
外
で
の
生
産
活
動
の
展
開

■
千
人
以
上
で
は
７
割
が
海
外
生
産
■

　

海
外
で
生
産
活
動
を
展
開
し
て
い
る

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
展
開
す
る
予
定
は

な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
約
七
割

（
七
〇
・
七
％
）
と
も
っ
と
も
高
く
、「
展
開

し
て
い
る
」（
一
五
・
二
％
）、「
展
開
し
て
い

な
い
が
、
検
討
し
て
い
る
」（
一
三
・
〇
％
）

は
そ
れ
ぞ
れ
二
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

業
種
別
で
は
、「
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
製
造
業
」（
二
三
・
七
％
）、「
は
ん

用
機
械
器
具
製
造
業
」（
二
二
・
二
％
）で
、「
展

開
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が

他
業
種
よ
り
も
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
（
正
社
員
の
み
。
以
下

同
じ
）
に
み
る
と
、「
展
開
し
て
い
る
」

の
割
合
は
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高

く
な
っ
て
お
り
、「
三
〇
〇
人
未
満
」
で

は
一
割
台
（
一
三
・
一
％
）
だ
っ
た
も
の

が
、「
三
〇
〇
～
九
九
九
人
」
で
は
約
四
割

（
三
七
・
九
％
）、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は

七
割
弱
（
六
六
・
七
％
）
ま
で
高
ま
る
。

　

生
産
形
態
別
で
み
る
と
、「
展
開
す
る
予

定
は
な
い
」
の
割
合
は
「
多
品
種
少
量
生

産
中
心
」（
七
三
・
八
％
）、「
量
産
中
心
」

（
六
七
・
一
％
）で
高
い
が
、「
試
作
開
発
中
心
」

で
は
五
割
台
（
五
六
・
三
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
試
作
開
発
中
心
」
で
は
「
展
開

し
て
い
な
い
が
、
検
討
し
て
い
る
」
の
割
合

が
二
六
・
八
％
と
他
の
形
態
よ
り
も
高
い（
図

表
１
）。

■
展
開
理
由
は
コ
ス
ト
と
現
地
需
要
■

　

海
外
で
の
生
産
活
動
を「
展
開
し
て
い
る
」

と
答
え
た
企
業
（
三
九
六
社
）
に
対
し
、
そ

の
理
由
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
労

働
力
コ
ス
ト
が
低
い
か
ら
」
が
七
三
・
七
％

と
も
っ
と
も
高
く
、「
現
地
・
進
出
先
近
隣

国
の
需
要
が
旺
盛
ま
た
は
今
後
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
か
ら
」（
四
八
・
五
％
）、「
親
会

社
、
取
引
先
等
が
海
外
に
進
出
し
た
か
ら
」

（
三
九
・
九
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
現
地
・
進

出
先
近
隣
国
の
需
要
が
旺
盛
ま
た
は
今
後
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
か
ら
」
は
「
一
〇
〇
〇

人
以
上
」
で
す
べ
て
の
企
業
が
あ
げ
て
い
る

が
、「
三
〇
〇
～
九
九
九
人
」「
三
〇
〇
人
未

満
」
の
規
模
で
は
五
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。ま
た
、「
労
働
力
コ
ス
ト
が
低
い
か
ら
」

と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
「
一
〇
〇
〇
人

以
上
」
で
約
六
割
（
六
一
・
一
％
）
と
、
他

の
規
模
で
七
割
台
な
の
に
比
べ
や
や
低
く

な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

■
ウ
ェ
ー
ト
高
い
大
手
の
生
産
比
率
■

　

二
〇
一
〇
年
度
の
海
外
生
産
比
率
の
実

績
に
つ
い
て
は
、「
〇
～
一
〇
％
未
満
」
と

回
答
し
た
企
業
の
割
合
が
三
〇
・
三
％
と

も
っ
と
も
高
か
っ
た
。
次
い
で
、「
一
〇
～
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【業種】

プラスチック製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属製造業

金属製品製造業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路製造業

電気機械器具製造業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

化学工業

その他

【従業員規模】

300人未満

300～999人

1000人以上

【生産形態】

量産中心

多品種少量生産中心

試作開発中心

その他

展開している 展開していないが、検討している 展開する予定はない 無回答

図表１　海外での生産活動の展開（業種・従業員規模別)
（単位：％）

図表２　海外で生産活動を展開している理由（従業員規模別)
（複数回答・単位：％）　n=396

労
働
力
コ
ス
ト
が
低
い
か
ら

高
い
能
力
を
持
つ
人
材
の
確
保
が
容
易

だ
か
ら

現
地
・
進
出
先
近
隣
国
の
需
要
が
旺
盛
ま

た
は
今
後
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
か
ら

現
地
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
応
が

可
能
だ
か
ら

現
地
に
部
品
、
原
材
料
を
安
定
供
給
す

る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
あ
る
か
ら

親
会
社
、
取
引
先
等
が
海
外
に
進
出
し

た
か
ら

現
地
政
府
の
産
業
育
成
政
策
、
税
制
・

融
資
等
の
優
遇
措
置
が
あ
る
か
ら

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
が
望
め
な
い

か
ら

高
付
加
価
値
の
商
品
を
開
発
す
る
た
め
、

国
内
の
研
究
開
発
に
投
資
を
集
中
し
、

生
産
拠
点
を
海
外
に
シ
フ
ト
す
る
か
ら

円
の
為
替
レ
ー
ト
が
高
止
ま
っ
て
い
る

か
ら

そ
の
他

無
回
答

全体 73.7 5.3 48.5 27.8 18.4 39.9 8.3 29.3 4.3 10.9 2.0 0.8

【従業員規模】

300人
未満 75.0 5.6  46.7 22.7 17.4 42.4  6.9 29.9 3.3 10.5 1.6 0.7

300～
999人 76.0 4.0  48.0 48.0 24.0 38.0 14.0 28.0 6.0 16.0 4.0 -

1000人
以上 61.1 5.6 100.0 55.6 27.8 50.0 16.7 38.9 5.6 11.1 5.6 -

図表３　2010年度の海外生産比率の実績（従業員規模別)
（単位：％）

０～
10％
未満

10～
20％
未満

20～
30％
未満

30～
40％
未満

40～
50％
未満

50～
60％
未満

60～
70％
未満

70～
80％
未満

90％
以上

無
回
答

全体 30.3 19.7 12.4 9.6 4.8 4.5 5.8 4.5 3.0 5.3

【従業員規模】

300人未満 34.9 18.8 11.8  8.9  3.9  3.9 5.9 5.3 3.0  3.6

300～999人 16.0 28.0 14.0  6.0 12.0  6.0 4.0 - - 14.0

1000人以上  5.6 22.2 22.2 27.8 - 11.1 - 5.6 - 5.6
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二
〇
％
未
満
」（
一
九
・
七
％
）、「
二
〇
～

三
〇
％
未
満
」（
一
二
・
四
％
）の
順
と
な
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
み
る
と
、「
三
〇
〇
人
未

満
」で「
〇
～
一
〇
％
未
満
」（
三
四
・
九
％
）、

「
三
〇
〇
～
九
九
九
人
」で「
一
〇
～
二
〇
％

未
満
」（
二
八
・
〇
％
）、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」

で「
三
〇
～
四
〇
％
未
満
」（
二
七
・
八
％
）が

も
っ
と
も
高
い
回
答
割
合
を
示
し
て
お
り
、

企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
生
産
比
率
が
高
い

こ
と
が
わ
か
る
。（
図
表
３
）。

■
７
割
弱
で
生
産
比
率
を
強
化
・
拡
大
■

　

今
後
三
年
間
の
海
外
生
産
比
率
の
展
望

に
つ
い
て
は
、「
強
化
・
拡
大
す
る
」
が

六
七
・
二
％
で
も
っ
と
も
高
く
、「
現
状
を
維

持
す
る
」
が
三
〇
・
三
％
で
こ
れ
に
続
い
た
。

「
縮
小
・
撤
退
す
る
」
は
一
・
三
％
だ
っ
た
。

　
「
強
化
・
拡
大
す
る
」
は
「
鉄
鋼
業
」「
生

産
用
機
械
器
具
製
造
業
」
で
相
対
的
に
高
く
、

そ
れ
ぞ
れ
八
割
の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。
一

方
、「
現
状
を
維
持
す
る
」
の
回
答
割
合
が

高
か
っ
た
の
は
、「
は
ん
用
機
械
器
具
製
造

業
」「
非
鉄
金
属
製
造
業
」
で
約
半
数
の
企

業
が
あ
げ
た
。

　

従
業
員
規
模
の
集
計
で
は
、「
一
〇
〇
〇

人
以
上
」
規
模
で
約
九
割
（
八
八
・
九
％
）

が
「
強
化
・
拡
大
す
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

「
三
〇
〇
～
九
九
九
人
」「
三
〇
〇
人
未
満
」

の
規
模
が
六
割
台
な
の
に
比
べ
、
高
く
な
っ

て
い
る
（
図
表
４
）。

■
４
割
強
が
国
内
生
産
は
従
来
通
り
■

　

海
外
で
生
産
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
今

後
の
国
内
の
生
産
拠
点
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。
も
っ
と
も
回
答
割

合
が
高
か
っ
た
の
は
「
従
来
ど
お
り
生
産
活

動
を
行
う
」
で
四
四
・
九
％
の
企
業
が
あ
げ

て
い
る
。
こ
れ
に
「
高
精
度
が
求
め
ら
れ

る
製
品
な
ど
高
度
な
製
造
技
能
が
求
め
ら

れ
る
も
の
に
絞
っ
て
生
産
活
動
を
進
め
る
」

（
三
七
・
九
％
）、「
多
品
種
少
量
生
産
の
製
品

分
野
や
生
産
変
動
へ
の
対
応
が
必
要
な
製
品

な
ど
生
産
管
理
が
難
し
い
製
品
に
絞
っ
て
生

産
活
動
を
行
う
」（
二
六
・
八
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
従
来
ど

お
り
生
産
を
行
う
」
は
「
一
〇
〇
〇
人
以

上
」「
三
〇
〇
～
九
九
九
人
」
で
五
割
台
な

の
に
対
し
、「
三
〇
〇
人
未
満
」
で
は
四
割

台
（
四
四
・
四
％
）
と
や
や
低
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
高
精
度
が
求
め
ら
れ
る
製
品

な
ど
高
度
な
製
造
技
能
が
求
め
ら
れ
る
も
の

に
絞
っ
て
生
産
活
動
を
進
め
る
」は「
三
〇
〇

～
九
九
九
人
」
で
約
四
割
（
四
四
・
〇
％
）

と
他
の
規
模
よ
り
も
高
か
っ
た
（
図
表
５
）。

■
約
半
数
が
国
外
の
採
用
増
や
す
■

　

今
後
の
国
内
外
で
の
採
用
方
針
に
つ

い
て
聞
い
た
。
国
内
で
は
、「
維
持
」
が

六
四
・
一
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
増
や
す
」

と
「
減
ら
す
」
は
と
も
に
一
七
・
二
％
だ
っ
た
。

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
維
持
」
は
規

67.2

68.3

83.3

46.7

62.4

50.0

80.0

61.1

71.0

69.6

66.7

73.7

63.6

33.3

66.4

66.0

88.9

30.3

29.3

16.7

46.7

34.1

50.0

20.0

38.9

25.8

30.4

33.3

21.1

31.8

66.7

31.3

30.0

11.1

1.3

2.4

3.5

1.8

1.3

2.0

1.3

6.7

3.2

3.5

4.5

1.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

【業種】

プラスチック製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属製造業

金属製品製造業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路製造業

電気機械器具製造業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

化学工業

その他

【従業員規模】

300人未満

300～999人

1000人以上

強化・拡大する 現状を維持する 縮小・撤退する 無回答

図表４　今後３年間の海外生産比率の展望（業種・従業員規模別）
（単位：％）

図表５　今後の国内生産拠点についての考え（従業員規模別）
（複数回答・単位：％）

開
発
・
試
作
機
能
に
特
化

す
る

国
内
市
場
向
け
の
製
品
に

絞
っ
て
生
産
活
動
を
行
う

多
品
種
少
量
生
産
の
製
品

分
野
や
生
産
変
動
へ
の
対

応
が
必
要
な
製
品
な
ど
生

産
管
理
が
難
し
い
製
品
に

絞
っ
て
生
産
活
動
を
行
う

高
精
度
が
求
め
ら
れ
る
製

品
な
ど
高
度
な
製
造
技
能

が
求
め
ら
れ
る
も
の
に
絞

っ
て
生
産
活
動
を
進
め
る

従
来
ど
お
り
生
産
活
動
を

行
う

そ
の
他

無
回
答

全体 19.4 22.7 26.8 37.9 44.9 3.0 1.8
【従業員規模】
300人未満 19.4 24.0 28.0 36.5 44.4 3.0 1.0
300～999人 16.0 18.0 22.0 44.0 52.0 4.0 4.0
1000人以上 16.7 27.8 27.8 27.8 55.6 5.6 -

図表６　今後の国内外での採用方針（従業員規模別）
（単位：％）

国内 国外
増やす 維持 減らす 無回答 増やす 維持 減らす 無回答

全体 17.2 64.1 17.2 1.5 50.5 40.9 3.3 5.3
【従業員規模】
300人未満 20.4 60.5 17.8 1.3 51.0 40.5 3.6 4.9
300～999人 10.0 70.0 20.0 - 38.0 56.0 2.0 4.0
1000人以上  5.6 88.9  5.6 - 88.9 11.1 - -

図表７　�生産活動の海外移転に伴う技能系正社員の教育訓練に関する課題
（従業員規模別）� （複数回答・単位：％）

上
司
が
部
下
を
、
先
輩

が
後
輩
を
日
常
的
に
指

導
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る

や
さ
し
い
仕
事
か
ら
難

し
い
仕
事
へ
の
ジ
ョ

ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
実
施
し
に
く
く
な
る

改
善
提
案
や
小
集
団
活

動
へ
の
参
加
を
奨
励
し

に
く
く
な
る

海
外
派
遣
者
の
た
め
の

事
前
教
育
を
充
実
す
る

必
要
が
あ
る

計
画
的
に
海
外
派
遣
要

員
の
育
成
を
行
う
た
め

の
教
育
訓
練
を
導
入
・

拡
充
す
る

そ
の
他

無
回
答

全体 21.0 10.1 4.5 46.5 31.6 9.8 17.2
【従業員規模】
300人未満 20.4  9.9 4.6 45.4 31.3  9.9 16.4
300～999人 22.0  8.0 6.0 50.0 26.0  8.0 20.0
1000人以上 27.8 11.1 - 72.2 61.1 16.7 11.1
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模
に
比
例
し
て
高
く
な
っ
て
お
り
、「
三
〇
〇

人
未
満
」
で
は
約
六
割
（
六
〇
・
五
％
）
だ

が
、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は
約
九
割

（
八
八
・
九
％
）
と
維
持
す
る
と
回
答
し
た
。

一
方
、「
増
や
す
」
は
逆
に
規
模
に
比
例
し

て
回
答
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
国
外
に
つ
い
て
は
、「
増
や
す
」

と
す
る
回
答
が
約
半
数
（
五
〇
・
五
％
）
を

占
め
、「
維
持
」（
四
〇
・
九
％
）
が
こ
れ
に

続
い
た
。「
減
ら
す
」は
三
・
三
％
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、「
増
や
す
」
は
、

と
く
に
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
約
九
割

（
八
八
・
九
％
）
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る

（
図
表
６
）。

■
課
題
は
派
遣
者
の
事
前
教
育
■

　

生
産
活
動
の
海
外
移
転
に
伴
い
、
技
能
系

正
社
員
の
教
育
訓
練
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

課
題
が
生
じ
る
か
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。

も
っ
と
も
高
い
割
合
を
示
し
た
の
は
「
海
外

派
遣
者
の
た
め
の
事
前
教
育
を
充
実
す
る
必

要
が
あ
る
」
で
四
六
・
五
％
の
企
業
が
あ
げ

て
い
る
。
次
い
で
、「
計
画
的
に
海
外
派
遣

要
員
の
育
成
を
行
う
た
め
の
教
育
訓
練
を
導

入
・
拡
充
す
る
」（
三
一
・
六
％
）、「
上
司
が

部
下
を
、
先
輩
が
後
輩
を
日
常
的
に
指
導
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
」（
二
一
・
〇
％
）
の

順
と
な
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
海
外
派
遣

者
の
た
め
の
事
前
教
育
を
充
実
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
規
模
に

比
例
し
て
高
く
な
っ
て
お
り
、「
一
〇
〇
〇

人
以
上
」
で
は
約
七
割
（
七
二
・
二
％
）
の

企
業
が
あ
げ
て
い
る
（
図
表
７
）。

■
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
■

　

現
地
に
派
遣
す
る
中
核
的
技
能
者
に
求
め

ら
れ
る
能
力
に
つ
い
て
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
が
六
六
・
四
％
で
ト
ッ
プ
。

こ
れ
に
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」（
四
六
・
五
％
）、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」（
四
一
・
四
％
）
が
続

い
た
（
図
表
８
）。

　

国
内
か
ら
現
地
に
派
遣
す
る
中
核
的
技
能

者
の
数
は
足
り
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
は
、「
不
足
」（「
や
や
不
足
し
て
い
る
」

と
「
不
足
し
て
い
る
」
の
合
計
）
が
約
六
割

（
六
二
・
九
％
）
で
、「
足
り
て
い
る
」（「
足

り
て
い
る
」
と
「
だ
い
た
い
足
り
て
い
る
」

の
合
計
）（
二
三
・
九
％
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
（
図
表
９
）。

　

業
種
別
に
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
業
種
で

「
不
足
」
が
「
足
り
て
い
る
」
を
上
回
っ
て

お
り
、と
く
に
「
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
」

「
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
」
で
は
約
七
割

の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
の
集
計
で
は
、「
一
〇
〇
〇

人
以
上
」
規
模
に
比
べ
、「
三
〇
〇
～

九
九
九
人
」「
三
〇
〇
人
未
満
」
で
不
足
感

が
や
や
強
く
表
れ
て
い
る
。

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

66.4コミュニケーション能力

46.5リーダーシップ

41.4マネジメント力

39.4語学力

37.1異文化適応能力

35.1生産管理、財務・会計に関する知識・スキル

34.6人材育成能力

4.0その他

11.4無回答

9.8 14.1 36.1 26.8 13.1

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

足りている だいたい足りている やや不足している 不足している 無回答

図表８　現地に派遣する中核的技能者に求められる能力
（複数回答・単位：％）

図表９　国内から現地に派遣する中核的技能者の過不足感
（単位：％）

図表10　海外に派遣する中核的技能者の育成に向けた取り組み（従業員規模別）（複数回答・単位：％）
語
学
研
修
の
実
施

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
環
と
し
て
海
外
の

生
産
拠
点
に
配
置

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
修
、
異
文
化
研
修
の

実
施

海
外
留
学
の
機
会
を
提

供 海
外
出
張
や
海
外
研
修

の
実
施

昇
進
・
昇
格
の
基
準
に

語
学
力
を
盛
り
込
む

そ
の
他

無
回
答

全体 21.7 25.8 6.3 1.0 41.7 4.8 9.6 21.7
【従業員規模】
300人未満 17.4 22.7  5.3 - 42.8  2.6 11.5 22.4
300～999人 34.0 36.0  4.0  4.0 46.0 10.0 - 18.0
1000人以上 55.6 33.3 33.3 11.1 33.3 16.7  5.6 16.7

図表11　生産活動を海外で展開しない理由（従業員規模別）（複数回答・単位：％）
　n＝1844

海
外
で
の
大
量
生
産
に
は
向
か

な
い
高
付
加
価
値
の
商
品
が
主

力
だ
か
ら

国
内
で
国
際
競
争
力
の
あ
る
商
品

を
生
産
し
て
お
り
、
生
産
拠
点
を

移
転
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら

国
内
で
安
定
し
た
取
引
先
が
あ

る
か
ら

海
外
に
進
出
す
る
た
め
の
情
報

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
か
ら

海
外
に
進
出
す
る
た
め
の
資
金

調
達
が
難
し
い
か
ら

海
外
で
は
受
注
先
を
確
保
で
き

な
い
か
ら

海
外
に
派
遣
で
き
る
人
材
が
い

な
い
か
ら

海
外
で
は
原
材
料
・
部
品
等
の

調
達
が
困
難
だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

全体 25.3 15.2 39.7 25.9 22.8 23.3 26.9 9.0 13.2 2.1
【従業員規模】
300人未満 24.8 15.6 40.0 26.5 23.7 24.1 27.8 9.3 12.4 2.1
300～999人 37.1 12.9 27.4 14.5  4.8  8.1  6.5 1.6 29.0 -
1000人以上 14.3 - 57.1 - - 14.3 14.3 - 42.9 -

図表12　国内生産現場における課題（規模別）�（複数回答・単位：％）
n＝2608

コ
ス
ト
削
減

多
品
種
少
量
生
産
化

へ
の
対
応

生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム

の
短
縮

仕
掛
か
り
在
庫
の
削

減 生
産
変
動
へ
の
対
応

製
品
の
品
質
向
上

製
品
の
設
計
・
開
発
や

営
業
・
販
売
活
動
と
の

連
携
を
高
め
る
こ
と

そ
の
他

と
く
に
課
題
は
な
い

無
回
答

全体 82.6 29.6 40.2 30.4 34.8 59.2 32.8 2.3 1.0 3.0
【従業員規模】
300人
未満 82.8 30.2 40.7 30.4 34.6 60.0 33.3 2.3 1.0 2.2

300～
999人 87.9 20.5 42.4 32.6 39.4 59.8 30.3 2.3 0.8 3.8

1000人
以上 96.3 37.0 44.4 40.7 74.1 74.1 48.1 3.7 - -
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低
い
が
、「
海
外
で
の
大
量
生
産
に
は
向
か

な
い
高
付
加
価
値
の
商
品
が
主
力
だ
か
ら
」

は
約
四
割
（
三
七
・
一
％
）
と
各
規
模
の
中

で
も
っ
と
も
高
い
（
図
表
11
）。

 

２
．
国
内
の
生
産
現
場
の
課
題

■
８
割
で
コ
ス
ト
削
減
を
指
摘
■

　

現
在
、
国
内
の
生
産
現
場
に
お
い
て
課

題
と
な
っ
て
い
る
点
を
複
数
回
答
で
聞
い

た
（
二
六
〇
八
社
）。「
コ
ス
ト
削
減
」
と
答

え
た
企
業
の
割
合
が
約
八
割
（
八
二
・
六
％
）

と
も
っ
と
も
高
く
、「
製
品
の
品
質
向
上
」

（
五
九
・
二
％
）、「
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短

縮
」（
四
〇
・
二
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
一
〇
〇
〇

人
以
上
」
で
「
生
産
変
動
へ
の
対
応
」
が
約

七
割
（
七
四
・
一
％
）
と
他
の
規
模
が
三
割

台
な
の
に
比
し
て
、
大
幅
に
高
く
な
っ
て
い

る
（
図
表
12
）。

 

３
．
円
高
の
影
響

■
影
響
あ
り
が
過
半
数
超
え
る
■

　

円
高
の
進
展
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
た
か
聞
い
た
と
こ
ろ
（
二
六
〇
八

社
）、「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
が
五
四
・
六
％
と
も
っ
と
も
高

か
っ
た
。「
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
」
は

三
九
・
一
％
。「
プ
ラ
ス
の
影
響
」
は
一
割
に

満
た
な
か
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
た
場
合
、
も
っ
と
も
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、「
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
」

（
七
二
・
五
％
）
で
、
こ
れ
に
「
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
」（
六
二
・
二
％
）、「
生
産
用
機

械
器
具
製
造
業
」（
六
〇
・
〇
％
）
が
続
い
た
。

（
図
表
13
）。

■
円
高
で
拠
点
の
新
設
・
拡
大
は
13
％
■

　

プ
ラ
ス
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受

け
た
と
回
答
し
た
企
業
（
一
五
一
四
社
）
に

対
し
、
影
響
へ
の
対
応
策
を
複
数
回
答
で

聞
い
た
。「
国
内
生
産
拠
点
の
合
理
化
・
コ

ス
ト
の
削
減
」
を
あ
げ
た
企
業
の
割
合
が

五
〇
・
五
％
と
も
っ
と
も
高
く
、「
海
外
調
達

の
増
加
」（
一
九
・
六
％
）、「
海
外
生
産
拠
点

の
新
設
・
拡
充
」（
一
三
・
一
％
）
が
続
い
た
。

「
と
く
に
何
も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答

も
二
三
・
五
％
あ
っ
た
。

　

従
業
員
規
模
別
集
計
で
は
、「
国
内
生
産

拠
点
の
合
理
化
・
コ
ス
ト
の
削
減
」「
海

外
生
産
拠
点
の
新
設
・
拡
充
」
は
規
模
に

比
例
し
て
回
答
割
合
が
高
く
な
っ
て
お

り
、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で
は
約
八
割

（
八
四
・
二
％
）、「
三
〇
〇

～
九
九
九
人
」
で
は
約

六
割
（
五
七
・
九
％
）
と

な
っ
て
い
る
。「
海
外
調

達
の
増
加
」
は
「
三
〇
〇

～
九
九
九
人
」
で
も
っ

と
も
高
く
、
約
三
割

（
三
二
・
二
％
）
の
企
業
が

あ
げ
て
い
る
（
図
表
14
）。

■
育
成
は
海
外
出
張
・
研
修
で
■

　

海
外
に
派
遣
す
る
中
核
的
技
能
者
の
育
成

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
を
複
数
回
答
で
聞
い
た
。
も
っ
と
も

高
い
割
合
を
示
し
た
の
が
、「
海
外
出
張
や

海
外
研
修
の
実
施
」で
約
四
割（
四
一
・
七
％
）

の
企
業
が
あ
げ
て
い
る
。こ
れ
に「
人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
海
外
の
生
産
拠

点
に
配
置
」（
二
五
・
八
％
）、「
語
学
研
修
の

実
施
」（
二
一
・
七
％
）
が
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
に
み
る
と
、「
海
外
出
張

や
海
外
研
修
の
実
施
」
は
「
一
〇
〇
〇
人
以

上
」
で
他
の
規
模
よ
り
や
や
低
い
一
方
、「
語

学
研
修
の
実
施
」
は
も
っ
と
も
高
い
割
合
を

示
し
た
（
図
表
10
）。

■
人
材
不
足
で
海
外
展
開
断
念
も
■

　

一
方
、
海
外
で
生
産
活
動
を
「
展
開
す
る

予
定
は
な
い
」と
回
答
し
た
企
業（
一
八
四
四

社
）
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
複
数
回
答
で
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
国
内
で
安
定
し
た
取
引
先

が
あ
る
か
ら
」
が
約
四
割
（
三
九
・
七
％
）

と
も
っ
と
も
高
い
回
答
割
合
を
示
し
た
。
こ

れ
に
「
海
外
に
派
遣
で
き
る
人
材
が
い
な
い

か
ら
」（
二
六
・
九
％
）、「
海
外
に
進
出
す

る
た
め
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
か
ら
」

（
二
五
・
九
％
）
が
二
割
台
で
続
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
の
集
計
で
は
、「
三
〇
〇

～
九
九
九
人
」
で
「
国
内
で
安
定
取
引
先
が

あ
る
か
ら
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が
約

三
割
（
二
七
・
四
％
）
と
他
の
規
模
よ
り
も
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【業種】

プラスチック製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属製造業

金属製品製造業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路製造業

電気機械器具製造業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

化学工業

その他

【従業員規模】

300人未満

300～999人

1000人以上

プラスの影響 マイナスの影響 ほとんど影響はない 無回答

図表13　円高の進展による影響（業種・従業員規模別）
（単位：％）

図表1４　円高の進展への対応（従業員規模別）（複数回答・単位：％）
n ＝ 1844

国
内
生
産
拠

点
の
合
理

化
・
コ
ス
ト

の
削
減

海
外
生
産
拠

点
の
新
設
・

拡
充

販
売
価
格
へ

の
転
嫁

海
外
調
達
の

増
加

そ
の
他

と
く
に
何
も

し
て
い
な
い

無
回
答

全体 50.5 13.1 11.6 19.6 5.8 23.5 3.6
【従業員規模】
300人未満 49.7 11.9 12.0 18.3 5.8 25.1  3.2
300～999人 57.8 21.1 11.1 32.2 6.7 10.0  3.3
1000人以上 84.2 57.9 - 26.3 -  5.3 10.5

回答企業のプロフィール
（社数）（％）

業　
　
　
　

種

合　計 2,608 100.0
プラスチック製造業 298 11.4
鉄鋼業 98 3.8
非鉄金属製造業 107 4.1
金属製品製造業 581 22.3
はん用機械器具製造業 54 2.1
生産用機械器具製造業 205 7.9
業務用機械器具製造業 116 4.4
電子部品・デバイス・
電子回路製造業 131 5.0

電気機械器具製造業 386 14.8
情報通信機械器具製造業 27 1.0
輸送用機械器具製造業 347 13.3
化学工業 179 6.9
その他 34 1.3
無回答 45 1.7

（社数）（％）

従
業
員
規
模 

（
正
社
員
の
み
）

合　計 2,604 100.0
300人未満 2,324 89.2
300～999人 132 5.1
1000人以上 27 1.0
無回答 121 4.6


